
目 地域を変えるための切り口 調査等 ／ 安全・安心な農産物生産 ／ 地域の活性化 ／ スマート農業
的 担い手の育成 経営改善
別 機械・施設の整備 スマート農機

実施主体別 県

事業名 「西北のハンデ克服」リモート技術を活用した肉用牛生産推進事業
（県単・継続）

アピール 昨今のコロナ禍により既に普及し、定着したリモート技術を畜産分野でも積
ポイント 極的に活用することで、西北地域の抱える距離的、時間的なハンデを克服する

ことが可能となる。

西北地域での肉用牛生産を維持し拡大するため、リモー 予算額（千円） 1,499
事 ト技術を活用した飼養管理の効率化と草地管理技術の高度
業 化を図り、草地資源の有効活用による低コストな肉用牛生 国 －
の 産体制の整備に取り組む。 内
趣 県 1,499
旨 訳

その他 －

１ リモート技術の活用に向けた検討 補助率 標準事業費
事 開業獣医師、畜産組合員、畜産研究所等で構成するリモー
業 ト技術導入検討会議を開催し、画像による飼養管理の効率化 － －
の に係る課題の解決を図る。
内 ２ リモート技術の活用手法の実証
容 （１）飼養管理情報共有化による効率化実証
等 預託施設で飼育される肉用牛の状態をリモート技術によ

り画像で開業獣医師と生産者で共有することで疾病の早期
発見による飼育管理の効率化を図る。

（２）公共牧場の草地管理技術の高度化実証
牧場の草地の状況をリモート技術により画像で畜産研究

所と共有し、施肥の指導などを受ける体制を構築すること
で、牧場の有効利用を図る。

３ リモート技術の普及啓発
２で実施した取り組みについて、西北地域全体で活用でき

る「リモート技術活用マニュアル」を作成する。

《事業実施主体》
県（西北地域県民局地域農林水産部）

【令和６年度実施計画等】

１ リモート技術の導入結果の検証や課題等について検討

２ 獣医師との共同利用牛舎内カメラ画像の飼養管理情報の共有による速やかな診療相談

３ 放牧地の画像診断による草地管理情報の共有や肥培管理技術指導

実施期間 令和５～６年度 担 当 西北地域県民局地域農林水産部
畜産課
（代表０１７３－７２－６６１２）
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目 地域を変えるための切り口 スマート農業
的 機械・施設の整備 スマート農機
別

実施主体別 県 ／ 農協 ／ 法人 ／ 個人 ／ 任意団体

事業名 物価高騰対応「スマート農業機械」導入促進事業（県単・新規）

アピール 省力・軽労効果が大きいスマート農業機械を導入できる。
ポイント

長引く物価高騰に対応し、本県に適した農業ＤＸを実現 予算額（千円） 999,000
事 していくため、経営の継続・発展に取り組む農業者を支援
業 する。 国 －
の 内
趣 県 999,000
旨 訳

その他 －

１ 補助対象者 補助率 標準事業費
事 農業者、農地所有適格法人、営農集団等
業 １／２ －
の ２ 補助対象経費 以内
内 物価高騰への持続的な対応を可能とする事業構造の転換に
容 資するもので、省力・軽労効果が大きいスマート農業機械
等

＜想定されるスマート農業機械例＞
・自動操舵システムやＧＰＳ車速連動機能を備えた農業機械
（土地利用型作物など）
・土壌センサー搭載型可変施肥田植機（水稲）
・農薬散布用無人航空機（土地利用型作物、露地野菜など）
・高度水管理システム（水稲）
・食味センサー付き収穫機（水稲）
・高度環境制御システム（施設園芸）
・ＡＩ機能付き選果・選別機（果樹など）
・自動運搬台車（果樹など）
・自立走行無人草刈機（果樹など）

【採択要件】
公募要領に記載予定

【令和６年度実施計画等】
令和６年５月に公募予定

実施期間 令和６年度 担 当 農林水産政策課 産業技術高度化推進グループ
（内線３２３２、直通０１７－７３４－９４７４）
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目 地域を変えるための切り口 その他（麦・大豆の団地化の推進）
的 生産基盤の整備 暗渠排水 ／ その他（麦・大豆の先進的な営農技術の導入）
別 機械・施設の整備 施設導入 ／ 機械購入 ／ リース ／ スマート農機 ／ その他（改良）

実施主体別 市町村 ／ 任意団体 ／ 地域農業再生協議会

事業名 産地生産基盤パワーアップ事業（麦・大豆機械導入対策）（国庫・新規）

【産地生産基盤パワーアップ事業のうち新市場獲得対策のうち国産シェア拡大

対策のうち麦・大豆機械導入対策】

アピール 麦・大豆の増産や安定供給に必要な農業機械等の導入等ができる。

ポイント

計画的に国産麦・大豆の増産や安定供給を目指す産地に 予算額（千円） 16,500

事 対し、計画の実現に必要な農業機械等の導入を支援する。

業 国 16,500

の 内

趣 県 －

旨 訳

その他 －

麦・大豆産地の生産拡大に向け、生産性向上や効率化に必要 補助率 標準事業費

事 な機械・施設の導入、リース導入及び改良を支援する。

業 1/ 2以 ※

の ※機械等ごとに50万円以上5,000万円未満 内

内 ただし、ほ場で利用する農業機械の導入に限り、事業費は

容 機械ごとに50万円以上1億円未満とする。なお、5,000万円

等 以上の農業機械の導入に係る上限事業費は、当該機械ごと

の受益面積1haにつき75万円とする。

※購入の場合は本体価格

※リース導入等の場合は物件相当額で、リース期間は２年以

上、法定耐用年数以内

《事業実施主体》

農業者の組織する団体（受益農業従事者が５名以上）、地域

農業再生協議会、市町村、補助事業者が地方農政局長等と協議

して認める団体

【採択要件】

１ 国産麦・大豆の生産・利用拡大に向けて、産地と実需が連携した麦・大豆国産化プラ

ンが策定されていること。

２ 生産拡大・生産性向上につながる成果目標を定めていること。

３ 事業実施計画書の内容が実施要領の要件を満たしており、成果目標の達成に直接結び

つく内容であること。等

実施期間 令和６年度 担 当 農産園芸課 稲作・畑作振興グループ

（内線５０７４、直通０１７－７３４－９４８０）
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目 地域を変えるための切り口 その他（麦・大豆の団地化の推進）
的 生産基盤の整備 暗渠排水 ／ その他（麦・大豆の先進的な営農技術の導入）
別 機械・施設の整備 施設導入 ／ 機械購入 ／ リース ／ スマート農機 ／ その他（改良）

実施主体別 市町村 ／ 任意団体 ／ 地域農業再生協議会

事業名 麦・大豆生産技術向上事業（国庫・継続）
【麦・大豆生産技術向上事業】

アピール 麦・大豆の団地化の推進、生産性向上に向けた営農技術の導入、生産拡大に
ポイント 必要な農業機械等の導入等ができる。

麦・大豆生産基盤を強化し、安定供給体制の構築を推進 予算額（千円） 71,893
事 するために、国産麦・大豆の生産性向上のための作付けの
業 団地化の推進や営農技術の導入、生産拡大に向けた機械導 国 71,893
の 入等を支援する。 内
趣 県 －
旨 訳

その他 －

１ 生産性向上の推進（必須） 補助率 標準事業費
事 事業実施主体が実施する団地化等を推進する際に必要な経
業 費について、実際に要した費用を上限額の範囲内で支援する。 定額 ※１

の ※１ 上限額 50ha未満 100万円

内 50ha以上～150ha未満 200万円

容 150ha以上 300万円

等 《事業実施主体》農業者の組織する団体（受益農業従事者5名以上）、

地域農業再生協議会

２ 新たな営農技術の導入 定額 上限

各地域における麦・大豆生産に係る課題解決に向け、営農 10,000円

技術を新たに導入する取組に対して支援する。 /10a

《事業実施主体》農業者の組織する団体（受益農業従事者5名以上）、

地域農業再生協議会

３ 生産性拡大に向けた機械・施設の導入等 1/ 2以 ※２

麦・大豆の生産拡大や成果目標の達成に必要な機械・施設 内
の導入、リース事業、改良について支援する。
※２ 機械等ごとに50万円以上5,000万円未満。ただし、ほ場で利用

する農業機械の導入に限り、事業費は機械ごとに50万円以上1億

円未満とする。なお、5,000万円以上の農業機械の導入に係る上

限事業費は、当該機械ごとの受益面積1haにつき75万円とする。

購入の場合は本体価格。リース導入等の場合は物件相当額で、

リース期間は２年以上、法定耐用年数以内。

《事業実施主体》農業者の組織する団体（受益農業従事者5名以上）、

地域農業再生協議会、市町村、補助事業者が地方農

政局長等と協議して認める団体
４ 市町村による生産性向上の取組 1/ 2以 「新たな営農

本事業を実施するために必要な会議・研修会の開催、実需 内 技術の導入」
者との意見交換会等に係る経費について支援する。 の事業費の

《事業実施主体》市町村 10％以内

【採択要件】
１ 国産麦・大豆の生産・利用拡大に向けて、産地と実需が連携した麦・大豆国産化プラ
ンが策定されていること。

２ 生産拡大・生産性向上につながる成果目標を定めていること。
３ 「生産性向上の推進」に必ず取り組むこと。
４ 事業実施計画書の内容が実施要領の要件を満たしており、成果目標の達成に直接結び
つく内容であること。等

実施期間 令和５～６年度 担 当 農産園芸課 稲作・畑作振興グループ
（内線５０７４、直通０１７－７３４－９４８０）
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目 生産基盤の整備 ほ場整備 ／ 暗渠排水
的 機械・施設の整備 施設導入 ／ 機械購入 ／ スマート農機
別

実施主体別 県 ／ 市町村

事業名 農地利用効率化等支援交付金（国庫・継続）

アピール 地域計画のうち目標地図に位置付けられた者による農業用機械等の導入等を

ポイント 支援する。

地域計画のうち目標地図に位置付けられた者が、地域が 予算額（千円） 112,286

事 目指すべき将来の集約化に重点を置いた農地利用の姿の実

業 現に向けて、経営改善に取り組む場合、必要な農業用機械 国 112,145

の ・施設の導入等を支援する。 内

趣 県 141

旨 訳

その他 －

１ 融資主体型補助 補助率 標準事業費

事 （１）助成対象者

業 地域計画のうち目標地図に位置付けられた者（認定農業 融資主体 上限

の 者、認定新規就農者、集落営農組織、市町村基本構想に示 3/10以内 ３００万円

内 す目標所得水準を達成している農業者及び市町村が認める (経営面積の拡

容 者をいい、目標地図に位置付けられることが確実であると 大(水田作で20

等 市町村が認める者を含む。） ha以上等)等を

目指す者は上限

（２）内容 ６００万円)

融資を活用して農業用機械・施設等を導入等する際に、

融資額を除いた自己負担部分への助成 先進的農業経営

確立支援タイプ

《事業実施主体》 個人 1,000万円

県、市町村 法人 1,500万円

２ 市町村附帯事務費

市町村の補助金等に要する事務経費を補助 1/2以内

【採択要件】

１ 事業費が整備内容ごとに50万円以上であること。

２ 事業の対象となる機械等は、耐用年数がおおむね５年以上20年以下であること。

実施期間 令和４年度～ 担 当 構造政策課 農村活性化グループ

（内線５０６２、直通０１７－７３４－９５３４）
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目 機械・施設の整備 施設導入 ／ 機械購入 ／ リース ／ スマート農機 ／ 改修

的

別

実施主体別 県 ／ 市町村 ／ 農協 ／ 農業委員会 ／ 法人 ／ 個人 ／ 任意団体 ／ 公社

事業名 園芸産地における事業継続強化対策事業（国庫・継続）

【園芸産地における事業継続強化対策】

アピール 農業用ハウスの補強や防風ネットの設置等ができる。

ポイント

園芸産地における非常時の対応能力向上に向け、複数農 予算額（千円） 2,572

事 業者による事業継続計画の策定や、事業継続計画の実践に

業 必要な取組を支援する。 国 2,572

の 内

趣 県 －

旨 訳

その他 －

１ 園芸産地における事業継続計画の検討及び策定、非常時の 補助率 標準事業費

事 協力体制の整備（定額）

業 ・事業継続計画の策定に係る検討会の開催や、非常時の協力 定額

の 体制の構築に係る取組 等

内

容 ２ 園芸産地における事業継続計画の実践

等 （１）自力施工等の技能習得、災害復旧の実証（定額） 定額

・自力施工技術の研修会の開催、自力施工の技術を活用し

たハウスの復旧実証の取組 等

（２）既存ハウスの補強等の被害防止対策（1/2以内） 1/ 2以

・既存ハウスの保守管理及び補強、防風ネットの設置、換 内

気扇や融雪装置の設置、非常用電源の導入等の取組

《事業実施主体》

県、市町村、公社、農業者の組織する団体、地域農業再生協

議会、特認団体 等

【採択要件】

１ 県の園芸産地における事業継続推進計画に位置づけられていること。

２ 県以外が取組主体となる場合は、２戸以上の農業者から構成されていること。

３ ２のメニューの場合、以下を満たすこと。

（１）１の取組を実施すること。
（２）２の（２）の取組を行う場合は、農業保険法に基づく園芸施設共済又は民間の建物

共済や損害補償保険等に加入すること。
（３）２の（２）の取組を行う場合は、収入保険に加入すること。
（４）２の（２）の取組を行う場合は、個々の経営体でも事業継続計画を策定すること。

実施期間 令和３～７年度 担 当 農産園芸課 野菜・花き振興グループ
（内線５０７７、直通０１７－７３４－９４８５）

- 96 -


